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◆今日のみことば 

 

 

 

 

◆メッセージ 

このイエスさまのことばは、マタイの福音書
ふくいんしょ

の一番最後
いちばんさいご

のことばです。このあとイエスさまは天
てん

に上
のぼ

ってゆかれるのですが、｢最
さい

後
ご

のひと言
こと

」ってどうしても伝
つた

えておきたい大
たい

切
せつ

な事
こと

を言
い

うと思
おも

うんです。 

イエスさまは「わたしがあなたがたに命
めい

じておいたすべてのこ

とを守
まも

るように、彼
かれ

らを教
おし

えなさい。」と命令
めいれい

しました。イエスさ

まは十
じゅう

字
じ

架
か

に架
か

かる前
まえ

に、弟子
で し

たちに聖書
せいしょ

のことばを正
ただ

しく教
おし

えていました。自
じ

分
ぶん

にとって都
つ

合
ごう

の良
よ

いことばだけ守
まも

るのではな

くて、すべてのことばを、「わたしが教
おし

えたとおりに守
まも

りなさい」

と言
い

われました。だから、他
た

の人
ひと

にもイエスさまの教
おし

えを伝
つた

える

ことができます。それで、イエスさまは、教
おし

えを自
じ

分
ぶん

が守
まも

るだけでなく「教
おし

えなさい。」と言
い

われま

した。彼
かれ

らというのは「あらゆる国
くに

の人
ひと

々
びと

」です。イエスさまの教
おし

えを守
まも

るように教
おし

えられ、従
したが

う

人
ひと

が「弟
で

子
し

」です。イエスさまの教
おし

えに従
したが

うしるしが、バプテスマ（洗礼
せんれい

）を受
う

けることです。あ

らゆる国
くに

の人
ひと

々
びと

がイエスさまの弟
で

子
し

となることができますから、みなに伝
つた

えていきたいですね。 

これらの事
こと

は、とても大変
たいへん

なこと、そんな事
こと

が出来
で き

るかなぁ、と思
おも

うかも知
し

れません。でもその

後
あと

にイエスさまは、それをやり遂
と

げるための力
ちから

を約束
やくそく

してくれているんです。それは何
なに

かという

と･･･ 

 ｢見
み

よ。わたしは、世
よ

の終
お

わりまで、いつも、あなたがたとともにいます。」

イエスさまは、私たちとずーと、世
よ

の終
お

わりまで一
いっ

緒
しょ

にいてくれると、約
やく

束
そく

をしてくれています。イエスさまが、一
いっ

緒
しょ

にいて助
たす

けてくださると、約
やく

束
そく

し

てくれているんです。 

自分
じ ぶ ん

の力
ちから

で頑
がん

張
ば

ることが悪
わる

い、と言
い

うことではありませんけれど、「私た

ちの力
ちから

の 源
みなもと

はイエスさま」です。私たちには、全能
ぜんのう

の神
かみ

さまが一緒
いっしょ

にいて、

支
ささ

えてくれているのです。 

 聖書
せいしょ

のことば・イエスさまに､
、

従
したが

って生
い

きて行
い

くこと。かんたんではないと思
おも

うかも知
し

れません。

でも、それをやり遂
と

げるために、イエスさまは、私たちと一
いっ

緒
しょ

にいてくださるという素
す

敵
てき

な約
やく

束
そく

を

忘
わす

れないでくださいね。 

◆お祈り 

「イエスさまが一
いっ

緒
しょ

にいてくださると言
い

う約
やく

束
そく

を、いつもその事
こと

を忘
わす

れないように助
たす

けてくだ

さい。」                                （豊川中央キリスト教会牧師 樋口邦彦） 

また、わたしがあなたがたに命
めい

じておいたすべてのことを守
まも

るように、彼
かれ

らを教
おし

えなさ

い。見
み

よ。わたしは、世
よ

の終
お

わりまで、いつも、あなたがたとともにいます。 
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